
知って得して、見て得して、町の歴史知って得して、見て得して、町の歴史
（7）

豊
臣
秀
次
が
高
野
山
で
切
腹
し
、三
条
河
原
で
晒
し
首
に
さ
れ
、一
族
が
処
刑
さ
れ
た
場
所

に
京
都
の
豪
商
、角
倉
了
以
に
よ
って
建
立
さ
れ
た
お
寺
の
名
前
は
○
○
寺
で
す
。

（
漢
字
二
文
字
）を
記
入
し
応
募
下
さ
い
。

前
回
当
選
者
の
発
表

抽
選
で
5
名
様
（
葦
う
ど
ん
お
食
事
ペ
ア
券
・
食
事
有
効
期
限
３
月20
日
ま
で
）

　

◆
ご
希
望
の
方
は
答
え
○
○
寺
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

お
食
事
券
を
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
下
さ
い
。

（
応
募
締
切
は
2
月
５
日
）

答え：ホフマン釜

鷹飼町
牧町
川原町

M.T さん
H.S さん
K.Y さん

個人情報の為、イニシャルで表記
させて頂きました

おめでとうございます！
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八幡堀界隈

近
江
八
幡
開
町
の
祖
「
豊
臣
秀
次
」

　

1
5
8
5
（
天
正
13
）
年
、
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
次
は
秀
吉
よ
り

43
万
石
を
与
え
ら
れ
、
琵
琶
湖
の
東
岸
、
近
江
国
八
幡
山
に
城
を
築
き
、

城
下
町
を
開
町
し
ま
し
た
。
こ
の
築
城
、
町
づ
く
り
は
、
自
由
商
業
都
市
を

目
指
し
て
大
々
的
に
行
わ
れ
、
八
幡
山
の
掘
鑿
、
沼
沢
地
の
埋
立
て
、
上
下
水
道
ま
で

都
市
計
画
と
し
て
整
備
さ
れ
、
碁
盤
上
に
区
切
っ
た
城
下
町
に
居
住
区
を
設
け
て
、
安
土
城
下
な
ど

の
商
人
・
職
人
を
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。
こ
の
築
城
の
折
に
八
幡
山
周
囲
に
外
堀
と
し
て
八
幡
堀
を
開

削
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
八
幡
山
城
を
防
御
す
る
軍
事
的
な
役
割
と
、
当
時
の
物
流
の
要
で
あ
っ
た
琵

琶
湖
の
水
運
を
つ
な
ぐ
運
河
の
役
割
を
兼
ね
備
え
、
東
海
道
と
中
山
道
と
北
国
街
道
が
交
差
す
る
陸

路
交
通
の
要
衝
で
あ
る
地
の
利
も
生
か
し
て
、
八
幡
浦
は
湖
上
三
親
浦
（
他
に
大
津
、
堅
田
）
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
る
港
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　
1
5
9
5
（
文
禄
４
）
年
、
秀
次
の
自
害
を
受
け
て
八
幡
山
城
は
築
城
か
ら
10
年
足
ら
ず
で
廃
城

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
城
下
町
は
商
家
町
と
し
て
存
続
し
、
京
都
・
美
濃
国
・
伊
勢
国
・
若
狭

国
な
ど
の
近
隣
地
域
が
中
心
で
あ
っ
た
行
商
を
、徐
々
に
活
動
地
域
や
事
業
を
日
本
全
国
に
拡
大
さ
せ
、

中
に
は
朱
印
船
貿
易
を
行
う
者
も
現
れ
、
鎖
国
体
制
が
整
え
ら
れ
る
ま
で
は
、
安
南
屋
（
ベト
ナ
ム
）

や
暹
羅
屋（
シ
ャ
ム
）な
ど
海
外
に
進
出
す
る
商
家
も
あ
り
ま
し
た
。
八
幡
商
人
は
、地
の
利
を
活
か
し
、

地
場
産
物
（
畳
表
、
蚊
帳
、
米
、
な
ど
）
を
陸
路
や
水
路
を
利
用
し
て
各
地
へ
搬
出
し
、
各
地
の
産

物
を
持
ち
帰
り
、
再
び
各
地
へ
送
り
出
す
と
い
っ
た
「
諸
国
産
物
回
し
」
と
呼
ば
れ
る
商
法
に
よ
っ
て
、

各
地
の
産
業
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
八
幡
堀
は
約
4
0
0
年
の
町
の
歴
史
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

　
八
幡
を
開
町
し
た
、
豊
臣 

秀
次
（
と
よ
と
み 

ひ
で
つ
ぐ
）
は
、
戦
国
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に

か
け
て
の
武
将
・
大
名
、
豊
臣
氏
の
二
代
目
関
白
で
す
。
豊
臣
秀
吉
の
姉
、（
と
も
・
瑞
龍
院
日
秀
）

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
弟
に
秀
勝
、
秀
保
の
三
兄
弟
で
し
た
。
幼
少
時
、
戦
国
大
名
浅
井
長
政
の

家
臣
宮
部
継
潤
が
秀
吉
の
調
略
に
応
じ
る
際
に
人
質
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
養
子
と
な
っ
て
、
初
名
は

吉
継
、
通
称
を
次
兵
衛
と
し
、
宮
部 

吉
継
（
み
や
べ 

よ
し
つ
ぐ
）
と
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
次
い
で

畿
内
の
有
力
勢
力
だ
っ
た
三
好
一
族
の
三
好
康
長
の
養
嗣
子
と
な
り
、
今
度
は
名
を
信
吉
と
改
め
て
通

称
は
孫
七
郎
と
し
、
三
好 

信
吉
（
み
よ
し 

よ
し
の
ぶ
）
と
名
乗
っ
て
三
好
家
の
名
跡
を
継
ぎ
、
豊
臣

家
の
為
に
何
度
と
な
く
養
子
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
秀
吉
が
天
下
人
に
な
る
と
、
羽
柴
姓
に
復
氏
し
て
、
名
も
秀
次
と
改
名
、
豊
臣
姓
も
下
賜
さ
れ
ま

し
た
。
鶴
松
が
没
し
て
世
継
ぎ
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
秀
吉
の
養
嗣
子
と
さ
れ
、
文
禄

の
役
の
開
始
前
に
関
白
の
職
を
譲
ら
れ
、
家
督
を
相
続
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
後
に
な
っ
て
秀
吉
に
嫡
子
秀
頼
が
誕
生
し
て
、
理
由
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
秀
次
は

強
制
的
に
出
家
さ
せ
ら
れ
、
高
野
山
青
巌
寺
に
蟄
居
と
な
っ
た
後
に
1
5
9
5
（
文
禄
４
年
）
７
月

に
秀
吉
の
命
で
切
腹
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
叔
父
で
あ
る
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
せ
ら
れ
、
27
才
の

若
き
青
年
大
名
と
し
て
散
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
秀
次
の
首
は
三
条
河
原
で
晒
し
首
と
さ
れ
、
そ
の
際
に一
族
す
べ
て
が
処
刑
さ
れ
ま

し
た
。
後（
16
年
後
）京
都
の
豪
商
角
倉
了
以（
ご
朱
印
船
貿
易・別
記
①
） に
よ
っ
て
、

三
条
河
原
に
菩
提
を
弔
う
お
寺
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秀
次
の
母
（
と
も
・
瑞
龍
院
日
秀
）
は
死
を
逃
れ
出
家
し
、
秀
次
の
菩
提

を
弔
い
、
そ
の
後
、
後
陽
成
天
皇
か
ら
瑞
龍
寺
と
い
う
寺
号
と
寺
領
千
石
を
賜
り
ま
し

た
。
瑞
龍
寺
が
村
雲
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
あ
り
、
寛
永
２
年
に
日
秀
が
亡
く
な
る
と
幕

府
の
命
で
貫
首
（
か
ん
じ
ゅ
。
一
般
的
な
寺
の
住
職
に
相
当
）
を
宮
家
か
摂
家
の
娘
が

務
め
る
と
い
う
尼
門
跡
寺
院
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
瑞
龍
寺
は
村
雲
御
所
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
村
雲
御
所
は
1
9
6
3
（
昭
和
38
）
年
に
秀
次
が
城
主
だ
っ
た
近
江
八
幡

城
址
が
あ
る
八
幡
山
の
山
頂
に
移
り
ま
し
た
。

角倉 了以（すみのくら りょうい）
　天文23年（1554年） - 慶長19年（1614年）
朱印船貿易の開始とともに安南国（ベトナム）との貿
易を行った、戦国期の京都の豪商です。
　八幡商人の西村太郎右衛門は２５年間安南（ベ
トナム）に進出し、朱印船貿易で活躍しました。 後、
長崎まで帰って来ましたが鎖国で、近江八幡に戻る
事の出来なかった八幡商人として有名です。西村家
が奉納した御朱印船の絵馬が国の重要文化財「安
南渡海船額」として日牟禮八幡宮にあります。
　角倉了以の祖父・吉田宗忠は佐々木氏の分家で
あり、もともとは近江国犬上郡吉田村出身とされ室
町時代中期に上洛し室町幕府お抱えの医者として
仕えていました。実弟の吉田宗恂は豊臣秀次の医
者として仕えていました。その後、吉田家は医業で得
た財を元に土倉業を大きくしていきました。
　角倉家は豊臣時代より成功していた商人で、地元
京都では商人と言うより琵琶湖疏水の設計者であ
る田辺朔郎と共に「水運の父」として有名です。
　角倉了以は山城（京都）の大堰川、高瀬川を私財
を投じて開削しました。同時に中京区木屋町三条に
秀次一族を弔い、お寺を建立しました。

別記①

（7）

万
石
を
与
え
ら
れ
、
琵
琶
湖
の
東
岸
、
近
江
国
八
幡
山
に
城
を
築
き
、

城
下
町
を
開
町
し
ま
し
た
。
こ
の
築
城
、
町
づ
く
り
は
、
自
由
商
業
都
市
を

目
指
し
て
大
々
的
に
行
わ
れ
、
八
幡
山
の
掘
鑿
、
沼
沢
地
の
埋
立
て
、
上
下
水
道
ま
で

都
市
計
画
と
し
て
整
備
さ
れ
、
碁
盤
上
に
区
切
っ
た
城
下
町
に
居
住
区
を
設
け
て
、
安
土
城
下
な
ど
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お誕生日・記念日 花束プレゼント（2月の方）  3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース） 　  10名様
カタログギフトセット　3000円 相当　　　  5名様

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504
www.hachimanbori.com/

※必ずお誕生日を明記下さい
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ご
希
望
の
方
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

希
望
の
一
品
を
ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は

F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
下
さ
い
。

締
切

　１
月
31
日
当
日
消
印
有
効

＊ビアズリーと日本 ３月 27 日迄
＊琳派降臨   京都市美術館 ２月 14 日迄
＊実相院門跡展    京都文化博物館 ４月 17 日迄
＊志村ふくみ「母衣への回帰」 京都国立近代美術館 ３月 21 日迄
＊京都新聞2016年オリジナル手帳
＊山本読書室の世界　スクラップブック
＊自分史づくり　スクラップブック
＊なんでもスクラップ帳           　　　　             
＊京都新聞オリジナル　トートバック白

40 名様
20 名様
20 名様
10 名様
30 名様
10 名様
10名様
10 名様
50 名様

［トマトカード番号記入をお願いします］

http://oumi-marutake.jp/

歓迎会  　送別会

〒523-0837
近江八幡市大杉町１２   八幡堀 石畳の小路
℡ 0748-33-5251 e-mail : info@rw-bijoux.jp
営業時間：10：00～17：00  
定 休 日：定休日なし（２月のみ火曜日）　　　　　 

株式会社カワサキ
“レアウッドビーズ 美樹”
　　　　　　八幡堀 石畳の小路店

2Fでは、希少なレアウッドビーズを使った
アクセサリーの手づくりが出来ます。
色とりどりのレアウッドビーズで、世界に
ひとつだけのオリジナルアクセサリーを
作ってみませんか。

手づくり所要時間

約 30分

   1,000円～ （税別）　
手づくり料金

世界中の希少な樹『レアウッド』を
使ったアクセサリーショップです。
最新コレクションの展示・販売を
しております。
新作をはじめ多数のアクセサリー
を御覧頂けます。
どうぞお気軽にお立ち寄り下さい。

“レアウッドビーズ 美樹”
　　　　　　八幡堀 石畳の小路店

手づくり所要時間

世界中の希少な樹『レアウッド』を世界中の希少な樹『レアウッド』を
使ったアクセサリーショップです。使ったアクセサリーショップです。
最新コレクションの展示・販売を最新コレクションの展示・販売を
しております。
新作をはじめ多数のアクセサリー新作をはじめ多数のアクセサリー
を御覧頂けます。
どうぞお気軽にお立ち寄り下さい。どうぞお気軽にお立ち寄り下さい。

世界中の希少な樹『レアウッド』を
使ったアクセサリーショップです。
最新コレクションの展示・販売を
しております。
新作をはじめ多数のアクセサリー
を御覧頂けます。
どうぞお気軽にお立ち寄り下さい。

八
幡
堀
明
治
橋
付
近

〒523-0837　近江八幡市大杉町30-1
営業時間／10：00～16：00 （土日祝17：00）
定 休 日／水曜日　℡ 0748-36-5115

葦が食べられるお店

完全予約制国の重要文化的景観の第一号に選定された
「近江八幡の水郷と八幡堀」は
近江八幡観光のハイライトのひとつ。
和舟に乗って舟上から昔ながらの商家や
白漆喰壁・黒板塀の蔵屋敷をながめ
近江八幡の歴史と文化の解説に
耳をかたむけながら八幡堀をめぐります。

（税別）

（税別）

葦うどん


